
 

   
  

愛知県では、県で定めた基準に適合する施設を「禁煙施設」「分煙施設」と認定し、ステッカーを交付しています。 

新城保健所管内も、禁煙分煙化に取り組まれる施設が増えています。 
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ＡＥＤ：Automated External Defibrillator 自動体外式除細動器とは、機器そのものが

電気ショックが必要かどうかを判断し電気ショックをすることができる医療機器です。 

◆突然死は、しばしば「心室細動」という重

症の不整脈により引き起こされます。「心室

細動」になると心臓がけいれんし、ポンプと

しての役目が果たせず、命が助かるチャンス

は 1 分経過するごとに約 10％ずつ失われ、

10 分後にはほとんどの人が死に至ります。 

 

 

ＡＥＤが置かれている施設 

平成 18 年 1 月に保健所でＡＥＤ講習会を開催します。 
あなたも是非この機会にＡＥＤの取扱いを覚えておいてください。 

◆突然に心臓が止まった傷病者の命を救うためには、一刻も早く

除細動を行うことがとても重要なことです。 
救急車が到着するまで手をこまねいて見ていたら、命が助かるチ

ャンスは大きく遠ざかります。一般の人々が、いつでも勇気を持

ってＡＥＤを使用できるようにしておくことが大切です。 

◆心臓への電気ショックによる除細動は、「心室細動」を

正常な状態に戻す唯一の治療法で、その除細動を一般の人

でも、安全に実施できる機器がＡＥＤ（自動体外式除細動

器）です。 

ＡＥＤはこれから普及する救命装置です 
公共施設などでの設置が広がっています 
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 受動喫煙防止対策(禁煙・分煙)実施施設認定状況  平成 17 年 8月末現在 
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セアカゴケグモに気をつけましょう！ 

 セアカゴケグモは、熱帯地方などに分布するクモで毒を持っています。沖縄県以外の日本では発見され

ていませんでしたが、平成７年に大阪府内で初めて発見され、その後、各地で確認されています。 

 愛知県内では、平成１７年８月１９日に中部国際空港敷地内で初めて発見されました。 

 セアカゴケグモは、側溝の内部や、その網蓋のすき間等を好みますので、注意してください。 

〈咬まれた時は…〉 
 咬まれた時は、針で刺されたような痛みを感じ、その後、咬まれた場所が腫れたり、熱く感じたりします。 
 症状のピークは３～４時間で、数時間から数日で軽快しますが、時に脱力感、筋肉痛、頭痛などの全身症

状が現れることがありますので、病院で治療を受けることが必要です。 

〈クモに咬まれないために〉 

・セアカゴケグモを見つけても、素手でさわったり、捕まえたりしないでください。 

・外での作業には軍手などの手袋を使用しましょう。 

・クモの生息しそうな場所は、こまめに清掃したりして、クモが住みにくい環境を作りましょう。 

セアカゴケグモの概要 

 
《愛知県衛生研究所 撮影》 

〈形態〉 

○雌： 成体の雌は体長（脚を含まない。）が約１㎝、形態的

には、脚が長く、腹部が球形で大きい。 

 光沢のある黒色又は暗褐色を基調とし、腹部の背面に赤

色の"砂時計"様、又は"鼓（つづみ）"様の模様がある。 

○雄： 成体の雄は体長が約３～５㎜、腹部は白色を基調と

して２本の黒い縦縞がある。 

〈生態〉 

 熱帯地方を中心に分布するクモで、毒を持っています。 

 沖縄県以外の日本では発見されていませんでしたが、平

成７年(1995 年)に大阪府内で初めて発見され、その後、三

重県等でも見つかっています。 

〈生息場所〉 

 巣を作り、繁殖するために、日当たりがよく暖かい場所、昆虫などのエサが豊富な場所、適当な隙間がある場所、を

好みます。 

例えば、側溝の内部やその網蓋のすき間・フェンスの基部・花壇のブロックの内部・墓石のすき間・自動販売機やエ

アコン室外機などの機器と壁とのすき間などがあります。 
 

〈習性〉 

 基本的におとなしく、攻撃的ではありません。脅かされると死んだふりをして動かなくなることがあります。ただし、素

手でさわったり、捕まえたりしようとすると、咬まれることがあります。 
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 結核は過去の病気のように思われがちですが、今でも人から人へうつるわが国最大の「感染症」です。 

結核は発見が遅れると重症化し死に至ることもありますが、早期に発見すれば、通院で治すことができます。 

   結核を早期に発見するために、次のことに気をつけましょう。 

① 職場の定期健診や住民検診を受けましょう。そして、異常が疑われた場合は必ず受診しましょう。 

② 結核の初期症状は風邪によく似ています。咳や痰が２週間以上続く場合は受診しましょう。 

結 核 に ご 注 意 

http://www.pref.aichi.jp/

